
 

  

 
  

   

 

 

 

 

 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆今月の１冊☆ 『その朝は、あっさりと』 
谷川 直子／著  朝日新聞出版 （913.6 ﾀﾆ） 

 日 月 火 水 木 金 土 

  

 
1  2 3 4 

 

 

5 
 

6 
おは森 

7  8  9 10 
ちい森

11 
 

 

12 
 

13 
おは森 

14 
スポーツの

日 

15 
振替休館日 

 

 

16 17 
 

18 
アルプラ 

 移動図書館  

19 
筒井大介氏 

 講演会  

おは森 

21 
 

23 
  

24 
ちい森 

in中主  

25 
 

26 

27 
おは森  

28  29 30 31 11/1 11/2 

 

 

認知症の９６歳の父親を看取るまでの母と娘、息子、ケアスタッフたちのてんやわ

んやの日々を温かく描く物語。父親が愛読している『一茶句集』の軽妙な句の数々

が、みなの心情を代弁しつつ深刻な状況を和ませます。 

介護している側の母や娘たちの心情が事細かに描かれ、経験者ならば我がこと

のように思えるのではないでしょうか。しかしながら、本書の一番の読みどころは、介

護されている側の父親の心情です。死を間近にした人の心の内など誰にもわからな

いことではありますが、ここで描かれる父親は、周囲のてんてこまいにはまるで頓着

せず、ひょうひょうとしているのです。父親の日常には、此岸と彼岸の間を漂っている

かのように死者と生者が混在となって現れ、小林一茶の句が過去と現在を繋いでい

ます。死を間近にして、心は自由に、生き死にも昔も今も軽々と飛び越えていたので

す。それが本当にいいなぁと思いました。 

「看取り」という身近で重いテーマを扱いながら、読み終わったあとは不思議と晴

れ晴れと心が軽くなる１冊です。（い） 
 



 

 

 

 

 

 

 
 

 

あたらしく図書館に入ってきたものから、 

注目の本をピックアップしてご紹介します。 

 

『藤原不比等と紫式部』 

鷲田小彌太/著 言視舎（210.3） 

 
藤原家の創始者・藤原不比等

を中心に、日本国家創建から

平安朝の成立・展開を歴史的

な権力論として分析し、最澄

と空海の宗教思想、万葉集か

ら「世界文学」としての平安

王朝文学への流れをたどる。 

 

 

『「コーダ」のぼくが見る世界』 

五十嵐大/著 紀伊國屋書店（369.27） 

 

もし、親の耳が聴こえたら-

なんて、想像もつかなかった。

聴こえない親を持つ聴こえ

る子ども=コーダが、ろう者

とも聴者とも違う、複雑なア

イデンティティについて語

る。『scripta』連載に書き下

ろしを加え書籍化。 

 

『「未来」を発明したサル』 

ﾄｰﾏｽ･ｽｰﾃﾞﾝﾄﾞﾙﾌ/著 波多野理彩子/訳 早川書房

（141.5） 

 

太古の時代、とあるサルの一種

は過去を回顧し、未来を予測す

る能力「心のタイムトラベル」

を身に付けた-。「先見性」の起

源と仕組み、それがどのように

人類の進化に寄与してきたかを、

さまざまな学問の知見を交えて

解説する。 

『動物福祉』 

植木美希・他/著 工作舎（645） 

 

養鶏場の狭いケージ、保護犬や

猫の健康、多頭飼育…。動物た

ちをめぐる問題を科学的に解決

し快適な生活をめざす「動物福

祉(アニマルウェルフェア)」の

世界的拡がりについて、家畜と

ペットの問題を中心に論じる。 
 

 

『メトロポリタン美術館と警備員の私』 

パトリック・ブリングリー/著 晶文社（706.9） 

 
NY のメトロポリタン美術館の

警備員として働いていた著者。

同僚たちと共に最も偉大な美術

作品たちを静かに警備していた

ときのことを振り返り、知られ

ざるメトロポリタン美術館の最

も深奥に眠る秘密について明ら

かにする。 

 

『うたたねの地図』 

岡野大嗣/著 実業之日本社（911.16 ｵｶ） 

夏のとある街を舞台にした短

歌と散文、短歌になる前のメモ

(=たね)で構成。短歌と散文、

感情が響き合って、懐かしさと

ともに新しい風景があふれだ

す。 

 

 

『月曜か火曜』 

ｳﾞｧｰｼﾞﾆｱ・ｳﾙﾌ/著 片山亜紀/訳 ｴﾄｾﾄﾗﾌﾞｯｸｽ 

（933.7 ｳﾙ） 

 

永遠のフェミニスト作家、ヴ

ァージニア・ウルフが自分で

編んだ唯一の短編小説集。表

題作をはじめ、「幽霊たちの家」

「ある協会」など全 8 編を収

録する。詳細な注・訳者解説付

き。 

 



請求記号 タイトル 著者名 出版社 

S 487.52 琵琶湖の魚類図鑑 藤岡 康弘／編 サンライズ出版 

Y 291.62 京都・鴨川と別子銅山を歩く 鈴木 康久／著 成文堂 

019.04 人は本に育てられる 坂東 眞理子／著 幻冬舎 

146.8 雨の日の心理学 東畑 開人／著 KADOKAWA 

146.8 わたしが「わたし」を助けに行こう 橋本 翔太／著 サンマーク出版 

183.59 どうして死んじゃうんだろう? 細川 貂々／著 晶文社 

210.37 光る君へもっと知りたい平安時代  NHK 出版 

289.1 ｲｼ 戦場の人事係 七尾 和晃／著 草思社 

302.21 北朝鮮に出勤します キム ミンジュ／著 新泉社 

316.1 <日本学術会議問題>とは何か 小森田 秋夫／著 花伝社 

319.8 戦争ではなく平和の準備を 川崎 哲／編著 地平社 

332.10 アメリカはなぜ日本より豊かなのか? 野口 悠紀雄／著 幻冬舎 

334.31 縮んで勝つ 河合 雅司／著 小学館 

361.47 あいまいさに耐える 佐藤 卓己／著 岩波書店 

366.3 「ハラスメント」の解剖図鑑 宮本 剛志／著 誠文堂新光社 

369 対人援助職の力量を高める 11 のスキル 荒木 篤／著 中央法規出版 

369.3 ラクして備えるながら防災 CAMMOC／著 辰巳出版 

412 誰も知らない素数のふしぎ 小山 信也／著 講談社 

453 地震を知って震災に備える 平田 直／著 亜紀書房 

493.76 わたしは、あなたとわたしの区別がつかない 藤田 壮眞／著 KADOKAWA 

596.4 有元家のお弁当 有元 葉子／著 文化学園文化出版局 

645.7 猫社会学、はじめます 赤川 学／編 筑摩書房 

753.8 柚木沙弥郎旅の手帖 柚木 沙弥郎／著 平凡社 

772.1 悪役は口に苦し 八名 信夫／著 小学館 

801.92 いちばんやさしい手話 南 瑠霞／著 永岡書店 

913.6 ｺｳ 彗星を追うヴァンパイア 河野 裕／著 KADOKAWA 

913.6 ﾅﾄ 銀河の図書室 名取 佐和子／著 実業之日本社 

913.6 ﾖｼ 十字路の探偵 吉田 篤弘／著 春陽堂書店 

914.6 ﾀｶ 毎日のことこと 高山 なおみ／著 信陽堂 

921 ｶﾜ 偏愛的漢詩雑記帖 川合 康三／著 大修館書店 

923.7 ｸｵ ピアノを尋ねて クオ チャンシェン／著 新潮社 

933.7 ﾆｸ 喉に棲むあるひとりの幽霊 デーリン・ニグリオファ／著 作品社 

949.63 ﾌｵ 朝と夕 ヨン・フォッセ／著 国書刊行会 

953.7 ｼｴ 小さくも重要ないくつもの場面 シルヴィ‐・ジェルマン／著 白水社 

 
 



 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

明治安田生命保険相互会社・野洲市 連携協定事業  

「相続」が「争族」にならないための準備を始めませんか。よりよい未来のための「そうぞく」、 

「ライフ＆エンディング」について考える講座です。

第１回：９月 11日（水） “相続”と“争族”のはなし   

第２回：10月 9日（水）14：００～（６０～70分） 

最適な「MY ライフ＆エンディング」を考えよう   

第３回：10月 23日（水）14：００～（６０～70分） 

笑顔を運ぶ「遺言」のお話 

◆会場：野洲図書館 本館 ホール 

   野洲図書館カウンターまたは電話で 

お申し込みください。 

＊希望する回のみの受講もできます 

絵本編集者はなにを考え、どんな役割を果たしているのか。

最新作を中心に絵本がどんな風に作られたかお話しいただきます。 

未来を思いながら絵本を作る。 〜絵本編集者という仕事～ 

 

筒井大介氏講演会

♦重要♦ 野洲図書館（本館）空調工事に伴う休館等のお知らせ  

 11/4～11/29 11/30～2/28 3/1～3/14 

本館 
図書館閲覧室 

臨時休館 
暖房は入りませんが開館します 

貸館 貸館停止 利用可能 

中主分館 通常どおり利用可能 

野洲駅予約本受取ボックス 通常どおり利用可能 

 

野洲図書館本館では、下記の日程で空調工事を行います。 

皆様にはご迷惑をおかけしますが、ご協力のほどよろしくお願いいたします。 

 

＜つれづれノート＞あんなに暑かったのに時期が来ると、ちゃんと鈴虫は鳴

きトンボは空を舞いますね。鉢植えの植物はひょろひょろでも庭の雑草はぐ

んぐん育ち季節の花を咲かせます。毎年「一番暑い夏」を更新する中で

年々弱っていく人間の私…。秋は美味しいものをたくさん食べて元気チャー

ジです。毎年気づけば焼き芋のことばかり書いていましたが、今年はまだ焼

き芋を食べる気がしません。そう同僚に言ったら「きっと一生分の焼き芋摂

取量を越えてしまったのだよ」と返されました。（い） 

野洲市の図書館のご案内 
 

野洲図書館（本館） 

〒520-2315 野洲市辻町 410番地 

TEL  077-586-0218 

ＦＡＸ 077-587-5976 

開館時間：火～日：10：00-18：00 

 

野洲図書館中主分館（北部合同庁舎内） 

〒520-2423 野洲市西河原 2400番地 

TEL/ FAX 077-589-3382 

開館時間：火～日：10：00-17：15 

令和６年度第２回 ＜図書館協議会のお知らせ＞ 

日時：令和６年 10月４日（金） 

 午後１時 30分～３時 30分 

場所：野洲図書館本館 会議室 
 

どなたでも 

  傍聴できます。 

。 

 

 

 


